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今回のリリースでの新機能

パートナーダッシュボード

Cisco Spaces -パートナーダッシュボードに次の機能が導入されました。

• [Partner self-onboarding]：Cisco Spacesアカウントでパートナー権限が有効になっていない
場合でも、CiscoSpaces -パートナーダッシュボードにログインできます。セルフオンボー
ディングの導入により、CiscoSpaces -パートナーダッシュボードに最初にログインしたと
きに表示される [Spaces Partner Onboarding]ダイアログボックスで、次のオプションからア
カウントタイプを選択できます。

• [I want to create apps for my organization]：組織の内部専用のアプリを作成する場合は、
このオプションを選択して [Continue]をクリックします。このオプションでは、アプ
リを Cisco Spaces -パートナーアプリケーションセンターに公開することはできませ
ん。

• [I'm a developer who provides solutions to Cisco Spaces customers]：グローバルな顧客向け
の Cisco Spaces -パートナーアプリケーションセンターにアプリケーションを作成し
て公開する場合は、このオプションを選択して [Continue]をクリックします。

• [Retrieve forgotten password]：Cisco Spaces -パートナーダッシュボードログインウィンド
ウからパスワードを取得または変更できるようになりました。

• [Partner Onboarding]：Cisco Spaces -パートナーダッシュボードの新しい [Partner Onboarding]
タイルを使用して、[Partners Onboarding Helper]ウィンドウを表示できます。

[Partners Onboarding Helper]ウィンドウには、Cisco Spaces -パートナーダッシュボードの
使用方法を説明するビデオとドキュメントが含まれています。これには、[Onboarding
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Process]、[IoT Service Marketplace]、および Cisco Spaces -パートナーアプリケーションセ
ンターのパートナーアプリの構成に関する情報が含まれます。

• [Location Anchor Update]：新しいイベント [LOCATION_ANCHOR_UPDATE]が、Cisco
Spaces -パートナーダッシュボードの [Events]セクションに追加されます。

Partner Firehose API

Cisco Spaces - Partner Firehose APIでは、次の機能強化が加えられました。

• [Location Anchor Update]：WayFindingのユースケースをサポートするために、新しいイベ
ント LOCATION_ANCHOR_UPDATEが追加されました。

このリリースでの変更点

ダッシュボード

Cisco Spacesダッシュボードでは、次の機能強化が加えられました。

• SSID設定の機能強化：SSIDウィンドウ（[Dashboard] > [Captive Portals] > [SSIDs]）に次
の更新が加えられました。

• [mport/Configure SSID]をクリックして SSIDを作成すると、[Wireless Network]ドロッ
プダウンリストのオプションが次のように変更されます。

•オプションの [Meraki]が [Cisco Meraki]に変更されました。

•オプション [CUWN]が [Cisco AireOS/Cisco Catalyst 9800]に変更されました。

• [Cisco Aironet SSID]セクションの名前が [Cisco AireOS/Cisco Catalyst 9800 SSID]に変
更されました。Cisco Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラの SSIDおよび
RADIUSサーバーの設定手順も表示できます。[ConfigureManually]リンクをクリック
して、これらの手順を表示します。

•密度ルール：[Actions]セクションで、密度ルールの通知頻度の新しいオプションを選択で
きるようになりました。新しく追加されたオプションは、[15 Minutes]、[30 Minutes]、[45
Minutes]に [Once]です。

マップサービス

Cisco Spacesの [Map Service]では、次の機能強化が加えられました。

• [Map Service]では、[Cisco Prime Infrastructure]のマップファイルを使用して、通常の AP
とともに計画モードの APをインポートできるようになりました。これらのインポートさ
れた APは、[Location Hierarchy]と [Map Service]の両方の下に表示されます。
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問題
「問題」では、Cisco Spacesアプリケーションでの予期しない動作について説明します。「解
決済みの問題」と「未解決の問題」の項に、このリリースの問題が一覧表示されています。

各問題について、次の情報が提供されます。

•識別子：各問題には、一意の識別子（ID）が割り当てられます。識別子は CSCxxNNNNN
というパターンで、xは任意の文字（a～ z）、Nは任意の数字（0～ 9）です。これらの
IDは、セキュリティアドバイザリ、フィールド通知、その他のシスコのサポートドキュ
メントなど、シスコのマニュアルでよく使用されます。Cisco Technical Assistance Center
（TAC）エンジニアまたはその他のシスコのスタッフからも、特定の問題の IDが提供さ
れます。

•説明：問題が発生したときに観察された内容の説明。

ここでは、次の内容について説明します。

Cisco Bug Search Tool
シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

未解決の問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースの未解決の問題を示します。

表 1 : Cisco Spacesの未解決の問題

問題の説明問題識別子

新しい構成を適用すると、[Button Click]データや [Movement]データなど
のテレメトリが 18時間以上にリセットされる

CSCvu98859

ゲートウェイの展開ワークフロー中に、タイミングの問題により、APが
「needs config mode（設定モードが必要）」として誤って分類される
ことがある

CSCvv16880

解決済みの問題

この項では、Cisco Spacesのこのリリースで解決された問題を示します。
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https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvu98859
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv16880


表 2 : Cisco Spacesの解決済みの問題

問題の説明問題識別子

特定のルールの一致数またはスキップ数がしきい値を超えると、密度ルー

ルレポートが表示されない

CSCvv91424

マップサービスとロケーション階層の位置の不一致CSCvx97571
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https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv91424
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvx97571


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


